
事業所名：株式会社エネルギーギャップ 

 

＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

「未来から今を見る」バックキャスティング思考で長期にわたって社会貢献できるような本質的な

環境事業を創出し、再生可能エネルギー利用のさらなる普及と促進を目指します 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

経済 

再生エネルギー関連製品売上拡大 

気象災害によるメガソーラー復旧の

増加 

売り上げ 100億円 
92億円 

（2024年実績） 

環境 

社会 

☐経済 

公共施設向け自家消費用蓄電池の

拡大 

横浜市小中学校 65

校への設置 
完了 

環境 

☐社会 

経済 

企業の自家消費と BCP 対策へ向け

た太陽電池モジュール一体型カーポ

ートの提案 知名度不足 

売り上げ 15億円 
0.3億円 

（2024年実績） 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

メガソーラー関連の事業がほぼ計画通りに進捗し、横浜市小中学校への自家消費用蓄電池設

置案件もすべて完了し計画を達成 

太陽電池モジュール一体型カーポートは今後客先への提案件数を増やし売り上げの拡大を図る 

 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

環境 

☐社会 

経済 

新工場建設による大型太陽光パネル生産能力

拡大 
令和１０年新ライン稼働 

環境 

☐社会 

経済 

新規蓄電池システム製造ラインの立ち上げ 令和１０年新ライン稼働 

環境 

社会 

経済 

自社製の太陽電池パネルと蓄電池システムを活

用した再生エネルギートータルソリューションの

提供 

売上 100億円以上 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

環境省、経済産業省の脱炭素経営による企業価値向上促進プログラム 

脱炭素経営促進ネットワークの支援会員として参画 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


